
食
歴
添
加
が
米
穀
貯
蔵
に
及
ぼ
す
影
響

･=
1

川
1

仲

十

卜.
.)-- 近

港
坂 色

常

侶 草 : 大

槻 塞 郎

拷

育

(
量

目
境
川
の
日
米
を
少
‥1--
叱
肘
ふ
る
地
方
的
担

付
あ
り
｡
そ
の
咋
往

々
日華
寺

に
つ
き
企
鮎

1
i
日を
侃
<
=
す
.I,･･情
TT･=
あ
り
と

一
lq
J

､);

此
長
殿
が
;i
し
て
米
穀
貯
収
に
如
何
な
る
効
;7
あ
-
や
に
就
き
･.J
は
'
末
だ
拭
_動
せ
ら
れ
た
る
と
は上
す
O
よ
-
て
甘
宵
竹7
1は
_ト>小米
に
つ
き
て

食
酢
添
加
が
米
･<.3
仰
蚊
に
及
ぼ
す
彫
世
を

試
験
L
t
以
て
米
･Tt
貯
腫

上

の

卑
考
に
繁
せ
ん
と

せ
-
0

此

AL･.鏡
を
始
め
た
る
は
昭
利
九
年
に
し
て
'
九
坤

､

十
年
及

び
十
二

件
の
ニ
ー向

に
分
ち
､

綻
-
返
し
て
i;
ひ
た
る
も
の
な
-
.

第

-
章

昭

和

九

年

の
寮

輸

▲.

I-
.
試
料
北

に
粥
齢
の方
沈

船
蚊
川
器
と
し

て
､

i
刀
･<
ム
〓
入
･3
ブ
リ
キ
製
茶
杓
を
川
ひ
た
リ
rl
lJ
山
･:iJ;
淋
<;
に
'

1
列
-.<
八
日
崇

=備
穂

の
上
米
を
入
れ
､
ン
｣
に

一
帖



(
側
斗
)
;:==り

C)去
､
l
･C
).
1
･!<
食
の
割
命

に
企
蝕
を
.tgS
加
し

た
る
も
の
及
び
班
邸
と
し
て
如
.旅
加
の
も
の
を
作
-
た
-
O
架
は
水

分
を

1
川
･五
%
と

一
六
･
二
%
に
な
し
'
以
て
珊
池
山
乾
燥
帯
度
の

米
と
乾
燥
不
良
米
と
を
試
料
に
仰
す
る
こ
と
1

な
し
た
-
｡
玄
米
と

食
腰
と
を
氾
合
し
て
'
ブ
リ
キ
蛾
に
入
れ
'
瀧
を
な
し
テ
ー
プ
に
て

凍
封
せ
り
･O
斯
-
し
て
作
り
た
る
人
試
料
を
ば
'
昭
利
九
年
五
月
三

十
円
よ
=1
登
内
に
仰
山
及
即
し
た
･り
.

･&t･純
綿
新
崎
の
味
わ
化
状
を
胴
部
L
た
る
緋
鵬
は
'
約
7
衣

に

純

ぐ
る
が
如
し
tl

二
'
貯

肌

の
結

灘

昭
和

化
年

十

一
月

一

日
迄
'
教
卒
を
通
じ
て
九
ケ
月
仙
貯
糾
し
た

･｡
按
閃
月

山
卜
'
玄
米
々
朋
和
し
た
る
縮
脈
は
机
二
出
の
如
し
.

Ii
武
井
に
は
..[北
本
戯
岱
無
き
筈
な
れ
と
も
‥
船
舶
･ie
米

の
小
に
虹

に
滋
叡
山
任
卵
お
り
し
も
の
な
る
べ
L
t
貯
拭
巾
に
懲
生
し
て
米
に

仙
骨

川

S
･被

靖

を

典

へ
た

る
を

見
た

-

.

か
-
山
如
き
新
作
は
日加
迄
.1q

々
見
た
JP
桝
な
い1
0

九
月
の
貯
鵜
始
な
ろ
紙
､帖
期
が
虹
に
混
-
'
そ

企
鞭
拭
jSrt
が
米
敷
貯
雛
に
放
け
十

か
惣

新一衣 .武村 vJ性 状 調 才た (昭利 九年Tl月〕

tfr;i,5' 常食囲(横領)1升のV(il一.を仰 l-た7Jに､1312gl:i~､りたるR'に､之に払/Jき

て打出せ り



食

親

:I
.

1=加
が
裾
野
貯
噂
に
及
ぼ
す
耶
怒

れ
迄
に
米
粒
は
紫
政
の
荏
卵
を
受
け
た
る
も
の
な
-
C
而
し
て
t
か
-
め

如
き
血
市
の
あ
-
し
場
合
に
'
金
敷
怖
加
は
佃
等
の
出
巧
防
-L
の
故
力
な

き
を
明
か
に
認
め
た
-
O

叉
水
分

1
六
〆
の
米
は
水
分
過
多
に
し
て
'
僻
紋
に
唯

へ
ざ
る
こ
と
は

蛇
に
知
ら
る
1
所
な
る
が
'
前
記
概
駿
の
水
分

l
六
三

%
米
は
'
何
れ

も
差
併
力
を
失
ひ
､
梢
態
臭
を
放
ち
て
･StI
臓
は
不
結
火
に
終
り
た
り
O
而

し
て
上
記
の
食
髄
苅

ほ

て
は
､
米
印
の
3
i化
を
防
止
す
る
効
児
な
き
を
比

た
り
.

外
税
を
見
る
に
'

水
分

一
州
立

錨
の
井
'

又

1
六
･二
形
の
米
も
技

に
､
企
鮮
旅
加
の
布
無
及
び
灘
に
服
せ
す
肘
蹴
中
に
態
轡
し
た
-
0

千
純
絹
及

び
布
桃
.恥
は
'
食
厳
探
加
の
〃
無
多
少
に
よ
り
て
叱
る
tL･.用

な
し
.
肺
臓
始
の
時
に
此
し
､
千
粒
爪
に
は
鯉
化
;-
=:き
も
'
群
桃
沌
は
何

れ
も
減
少
し
た
-
.
こ

れ
水
分
含
=;北
に
担
化
な
き
も
､
衣
iE
が
粗
槌
に
な

り
て
､
琳
郡
爪
を
減
ぜ
し
も
の
な
る
+(
し
.

企
非
力
は
甘
し
-
垂
-
失
は
れ
た
-
0

以
上
と
給
食
す
る
に
､
水
分

一
叫
〆
及
び

一
六
%
の
玄
米
に
(止
髄
を
刈

第 二 末 )rl'･沌k v_)結 ･火 (昭和九年十一月)

,7lt附帯耽 肝性'打席諸 宗水 食後怖加3.lキ米11胡訊 附 が中 間 松 ーB

1 令1.5 g24.99 g l208,4 形0.8 下 鞍政の披封多 し

2 1.0 24.97 208.8 ●1.0 中 無 し

3 14.5% 0.5 25,04 208.9 0.8 下 戦象の被笥 あ Y)

4 0 24.9925.00 208.7206.9 1.0 中 輔 L

5 16.2% 1.5 0 申 下 棉 し
6 1.0 25.04 206.7 0 中 下 柵 し

7 0.5 25.01 2∝i.8 0 中 下 無 し

備考 玄米の郁 々の,嗣軌 こは撤鮫の被嘗米 を除きた り



斗
伏
;:=3〇
･五
t
T
･O
t
l
･l<
令
を
旅
加
す
る
も
'
米
の
轡
田
並
に
地
婿
を
防
ぐ
Ji
に
何
等
の
劫
火
無
き
を
認
む
る
な
-
0

第

二

幸

昭

和

十

年

の

薫

験

前
回
山
t-f
胎
を
縦
-
返
す
粥
め
に
'
昭
和
十
1-二
に
揮
び
攻
聖
.ur･J
飴
を
H

TJ,J.i
.り
0

1
.
試
料
北
に
性
粉
の
方
法

前

同
と
E
じ
-
'
肘
蹴
川
瀬
と
し
て
は

-
刀
八
今
入
山
ブ
リ
キ
喚
紫
柏

を
〓
ひ
た
-
C
之
に
t
れ
五
(
;確
苛
備
腿

の
立
米
を
入
JL
､
之
に
在
瀞
を

混
合
し
､
進
を
な
し
'
蝦
に
て
酷
出
し
た
り
C

米
は
水
分
を
一
例
･0
〆

及
び

一
六
三

毎
に
な
し
'
食
髄
は

一
俵
常

(
川
斗
入
)
三

食

'
四
合

'
瓦

人
目
及
び
無
添
加
に
な
し
t
A
日計
,<
試
料
を
作
り
た
り
0
期
-
し
て
昭
和
十

咋

一
月
廿
八
日
よ
-
室
内
に
貯
搬
し
て
十
二
月
七
T.;
道
政
超
し
た
-
.

.31
臓
常
初
の
米

山
性
状
は
邦
三
表

わ
如
し
.

前
回
へ火
僻
添
加
が
米
山
貯
根
上
に
相
称
の
影
辞
な
き
を
比
た
る
は
'
或

は
食
鯉

の丑
少
き
に
失
し
た
る
茄
め
な
ら
ん
か
と
‖心
ひ
'
此
性
牌
に
於

て

は
'
布

山
如
-
そ
山
並
を
多
-
な
し
た
P
o

食
倒
拭
加
が
米
取
貯
鮎
に
及
ぼ
す
形
f5･

劉 三 夫 試 料 の 性 状 糾 ･It (昭印十年一･月)

ll]t17脊 髄鞄1升,J)雷収を1312g と Lで,引けせ り



錐
乱
掘
加
が
米
B
i貯
縦

に
及
ぼ
す
肝
性

二
'
貯

曲

の

結

光

貯
成

一
ケ
非
の
後
､
lt｡
･小
十
年
十
二
月
七
rTI
に
関
心
し
て
､
玄
米
を
胡
耕
せ

る
結
火
は
'
姉

川

火

山

如

し

.

窮
川
虫
に
よ
れ
ば
､

貯
聖

州
の
水
分
と
貯
織
後
の
水
分
と
が
試
料
閏
-
付
に

於
て

一
致

せ
ざ
る
を
認
め
た
る
が
'
之
は
寧
ろ
門
脇
上
の
談
-
に
軸
す
べ
き
も

の
を
b
ん
か
.

一
般
に
食
断
言

多
-
す
れ
ば
'
米
の
水
分
は
多
少
大
に
な
る
傾

向
あ

る
が
如

し
｡

春

秋
皿
を
見
る
に
'

水
分

一
川
〆
の
米
に
G
'て
は
'
貯
墜

州
に
比
し
て
命
俄

に
少
し
-
榊
加
し
た
-
｡
水
分

l
六
%
の
米
に
於
て
は
'
容
榔
嶋
は
減
少

1
た

=1
0
前
新
は
米
印

の態
班
化
な
き
聖
杯
し
'
後
荷
は
米
作

e感
轡
せ
L
を
示
す

な
=1
.
而
し
て
企
敵
わ
れ皿
北
に
そ
の
綻
香
に
よ
-
て
起
′O
容
桃
爪
の
班
化
に
は

倣
-
+
.1･裏

無
し
と
...6
ふ
べ
L
o

磯
非
力
を
見
れ
ば
､
水
分

一
州
毎
の
兼
は
'
塑

二
分
の

.f
山敬
井
か
合
を
保

て
ど
も
'
水
分

〓
ハ
〆
の
米
に
於
て
は
後
井
力
は
t
i
｡
ん
ど
禿
-
失
は
れ
た
り
｡

和
し
て
蛮
井
歩
合
の
軸
よ
-
見
る
に
､
企
愉
旅
加
が
佃

等
の影
輝
伽
首

を
認
む

る
な
-
O

'dH )LI爽 HJ){舶 o) 結 雅(昭h;I-年十二均)



米
3
色
潤
を
見
る
に
水
分

l
t瑚
%
む
米
に
於
て
･ki
､
貯
粒
軍
制
に
比
し
て
少
し
-
坊
れ
ど
も
､
閏
に
放
免
の
入
-
L
と
､
佃
が
少
し
-
a

渦
態
し
き
と
を
兄
た
れ
ど
も
､
米
食
他
の
外
髄
に
於
て
鍋
肌
伽
…き
を
認
め
た
-
｡
水
分

一
六
%
の
米
に
於
て
は
､
米
は
感
な
し
､
仙

れ
も

徴

を
生
じ
た
-
｡
食
廟
の
発
光
に
そ
の
布
施
が
米
の
色
潤
に
及
ぼ
す
影

棚
‥
直

見
･L心
に
､
食
鮒
を
加

へ
し
も
山
が
､
無
k
I.も
の
よ
り
も
､

多
少
･j

好
な
る
が
如
き
も
'
そ
の
発
は
極
め
て
微
な
-
O

食
感
は
滋
史
の
紫
牝
を
防
止
す
る
の
力
な
き
こ
と
は
'
前
年
に
放
て
比
た
る
と
川
じ
.

食

盤
は
水
分

T
六
〆
の
米
の
喝
令
に
は
湖
仰
し
て
米
に
吸
収
せ
ら
れ
た
r<
も
'
水
分

一
川
〆
の
米
に
放
て
は
こ
b.1
純
増
存

せ
1-
｡
食
旅
は

始

め

米
山
水
分
を
吸
収
し
消
化
し
て
'

一
時

米
の
女
郎
或
は
雛
の
,<;
糊
に
捕
網
と
な
し
て
附
ぷ
T

o
も
､
貯
粧
小
に
米
は
伸
び
之
を
吸
収
し

て
､

性
に
･tj
誠
と

し
て
稽
る
も
の
撫
L
P
此

槻

A
〓

≠
カ
1
川
〆
絹
は
そ
れ
;
41
.1
舶
倣
L
i
=
小
は
､
髄
を
榊
仰

する
に
や
ら
Ji･し
て

金

鉄
は

そ
山
ま
1
柁
F_
す
.
米

の
水
分
が

一
六
%
山
iF
介
に
は
左
折
は
湖
附
せ
ら
り･T
Q

H
卜
を
縦
桁
す

る
に
'

米
の
水
分
が

1
川
〆
戒
は
ワイ
jL
以
下
な
7:･帖
は
'
之
に
公
地
を
伏
爪
三
-

九
九日
を
添
加
す
1.･
も
'

米

に
仙

符

C.
形

S:

:細
山き
を
認
む

C

た
と
ひ
之
と
は
加
せ
ぎ
‥･7.も
､
米
は
･1'
な
りり
盛
り
を
た
さ
す
し
一.L
t

山
ケ
作
を
過
し
柑
る
も
の
な
･リ
.
然
る
に
水
分

1
六

頭
の
米
は
金
井
力
を
火
ひ
､
衣
色
に
LL
l
t
相
計
蛙
じ
､
巴
伸
は
劣
嘩
L
た
る
が
'
之
に
食
掛
を
加
ふ
?<･･も
慈
轡
を
防
止
す
る
山
九
た
き
を

認
む
る
な
り
｡

第

三

章

昭
和

十

二
年

の
実

抜

髄
に

耶
卸
九
叫
及
び
十
年
に
水
分
約

-
川
〆
及
び

〓
ハ
〆
の
米
を
川
ひ
､
之
に
企
鍵
を
川
斗
;:s
O
･L;1.
∵

〇
二

･年

三
･
〇
､
川
･
C)

食

欝

▲拙

加

が

米

鞍
肝
職
に
及
ぼ

で
抄
柁

八
二
.



食
懐
縦
加
が
米
儲
肝
臓

に
及
ぼ
す
形
野

五
･〇
分

の制
令
に
添
加
し
TJ
締
対
し
'
無
添
加
を
拙
準
に
な
し
て
t
i
i･よ

を
経
過
･&･
淋
し
た
る
に
'
食
盟
は
貯
鵜
に
何
甘
山
効
米
無
き
を
見
た
-
Q

以
上
は
仙
れ
も
五
八
よ
-
辛

-+
〃
迄
､
或
は

1
月
よ
-
十
二
月
造
山
鮎
則

貯
減
に
過
ぎ
ぎ
-
L
が
､
助
に
は
食
櫛
を
更
に
増
加
し
､
Iij
っ
ニ
ケ
咋
山

貯
減
に
な
し
て
､
米
山
廻
化
と
会
触
.L4%
加
L
｣
の
槻
係
を
椅
滞
納
に
研
究
す

る
こ
と
に
な
し
た
-
0

一
'
試
料
北
に
lt:牌

の
方
法

昭
和
十

1
咋
十

1
月
に
牧
推
せ
る
常
所
産
昔
伸
の
玄
米
を
用
ひ
'
水
分

令

=;I-1を

〓

4'･八
%
と

一
六
･仙
〆
と
の
二
節
に
な
し
'

次

の
割
合
に
夫

れ
ノ
～

食
袋

(乾
燥
鰹
)
を
添
加
脱
和
し
て
'
直
搾
約

1
0
cm
'
拭
さ
二

言

の
ブ
リ
キ
製
茶
筒

(約

山
升
入
)
TM
に
充
満
し
て
､
密
封
の
上
･:8
内

に
貯
成
し
た
-
0

食
他
の
立

イ
'
無
添
加
(梯
準
)

p
t
玄
米
川
斗
に
つ
き
食
髄
七
分

の
制
令
に
添
加

ハ
､
同

1
刀
添
加

一.L
'
hd

一
升
T
lg
;
5'i
加

試 料 の 性 状 調 4モ ｢卿布目-='-｣ミ~Jt月~)節 五 rX ･

- 毒 の水昂I米器 類 許 等4nl空 合:栄 ,il.

1 % 日 lt2 38 g g -一色押巾LJ)上

2 1.0 30 24.81 217.14 1(X) 聖!.ii虚の色13.8
3 0,7 21

l o 肌 燃旅 し.4 弓 o

備考 夷世1升の苛rLlは 1200gな り



貯

貼

前
､
附
和

土

葬

一
月
に
米
の
性
状
の
桝
S

+
敏
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ひ
た
る
に
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そ
山
作
状
は
節
五
光
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し
｡

右

の試
料
を
は

l
升
宛
茶
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に
入
れ
､
食
餅
を
鯨
加
し
て
､
昭
利
十
二
軒
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よ
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十
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牛
十

1
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三
ヶ
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昭
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十

凶
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1
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収
嘩

二
ヶ
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を
綻
た
る
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に
､
開
封
し
て
十
二
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に
米
桝
f
を
嗣
報
せ
し
鈷
灘
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攻
の
如
し
o

m

t
米
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外
徹

的

性

状

剛
対
し
た
る
に
は
外
に
米
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は
悲
し
く

秋
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分

二
ハ
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於
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進
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か
-
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た
る
を
見
た
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-
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感
的
に
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際
旅
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は
米
穀
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蚊
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果
な
き
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知
-
た
-
｡

一
拍
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食
艶
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加
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仙
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如
L
c

食
馳
滋
加
が
林
野
貯
喋
に
及
ぼ
す
野
師



騨
酵

学
芸

.i
:宗

純
13

婆
i!戟

聖
す
塾

だ
一

節
七

衣
貯

搬
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梢
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よ
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榊
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葡
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懲
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一
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の
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蒜
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へ
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る
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-
蟻
机
せ
し
め
'
巧
め
に
弟
の
物
理
的
髄

に
企
=州
的
軒
状
を
兆
し
-
+=3jj化
し
た
り

｡
こ
と
に
水
分

〓
ハ宛

い
米
山
如
-
4
-分
過
多
な
り
し
栄

は
灸
-
傭
収
L
た
け
｡
よ
-
て
食
性
妹
加
は
米
儲
肺
鵬
に
感
形
珊
あ
り
と
云

ふ

べ
-
､
企
-
背
骨
F
品

裸
憩

に-;IJ
J
た
る
純
Ej
な
り
き

o
さ

れ
ど
(轟

を
日
華

_し
混
じ
'
汝
は
食
懐
上
端
に
米
を
打
痛
に
貯

ふ
ろ
惜
習
あ
る
が
故
に
､
食
傭
繰
加
が
柑
純
米
に
及
ぼ
す
影
輝
け
t

i
瓜
之

を
明
か
に
な
し
出
-
べ
き
邪
項
に

し
て
'
前

記

ニ

)回
の
托
騒
Lu.
よ
-
て
そ
山
日
的
な
通
し
た
-
O

へ止
憤
怒
加
は
何
故
に
米
山
徴
篭

S

i
を
促
し
た
る
や
を
考
察
す
る
LJr
､
食
健
が
米

山水
分
を
吸
収
し
て
湖
仰
L
t
米
相
即
北
に
そ
の
刷
防
を

多
混
な
ら
し
め
L
に
糾
す
べ
L
o
企
机
帆は
防
腐
力
あ
れ
ど
も
'
徴
歯
の
磯
生
を
防
止
す
る
に

は
'
そ
誉

れ
の
甚
だ
多
き
を
唆
す
べ
-
､
少
牧

山
先
勝
綜
加
に
て
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七

山
効
漉
き
に
阿
る
ベ
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o

控
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で
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れ
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､
付
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仏
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味
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付
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伸
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榔
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岬
に
多
目′II
L山
水
を
加

へ
て
よ
-
居
沸
す
り.
代
め
t
H
か
ら
父
ll池
が
穴
と
な
る
な
り
･0
さ
れ
ど
此
試
験
に
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茄
に
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に
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述
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澱
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な
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食
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に
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し
て
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め
に
晩
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あ
る
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に
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雀
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に
な
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と
云
ふ
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棚

･3粘
度
を
比
較
す
る
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､
肝

純
米
に
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の
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せ
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じ
-
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の
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力
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す
べ
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し
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の
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添
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机
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光
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井
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な
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仏
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介
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節
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縦
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搬
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仙
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仏
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叩
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た
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概
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秘
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而
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難
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ふ
れ
は
却
っ
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篤
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激
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ざ
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す
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伽
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収
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仰
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､
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椛
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た
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食
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よ
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食
味
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弟
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瀬
か
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I
O
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新
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し
て
貯
仏
米
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企
て
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釜
雅
か
火
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な
り
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米
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の
祁
庇
が
小
に
な
る
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認
む
る
は
'
肘
故
に
作
ひ
て
米

山
q
･amy
l
a
s
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む

減
少
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ひ
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､
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駅
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起
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ペ
L
C
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熟
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7
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ゼ
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防
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'
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す
る
に
'
玄
米
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食
蛸
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路
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し
て
肘
枇
す
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何
竹
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効
兇
加
古

の
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な
ら
ず
'邸
ろ
秘
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し
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よ
-
鮪
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し
め
'

米
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物
坪
的
搬
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食
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的
牡
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を
感
化
す
る
を
認
め
､
却
っ
て
.*
し
き
彫
珊
あ
る
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見
る
な
り
O

-
二
'
此
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駿
は
郷
肘
舶
な
る
が
'
快
蚊
肘
鵬
に
於

て
も
同
然
の
結
火
な
る
べ
し
.
故
に
食
駒
旅
加
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'
米
の
肘
軸
に
何
等
g
耶
伯
な
し
と

比
る
べ
L
o
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